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Abstract：
The purpose of this research is to gain understanding of the stressors and to determine the re-
lationship between the stressors and the stress response from a sample of 933 junior high school 
students（469 male， 464 female）in 3 schools. Each participant was given a prior explanation of 
the procedure and was asked for consent to take the survey. The survey was held from the mid-
dle of February to the end of March in 2008. The statistical data obtained was processed with 
SPSS ver.11 for Windows； descriptive statistics， Pearson’s product moment correlation coeffi-
cient， one-way analysis of variance and an independent t-test were used for the analysis. The fol-
lowing results were found.
As a result of this research， it became apparent that the stressors and stress responses show 
a significant positive correlation. In addition， it shows that gender and grade differences exist in 
stressors， stress response total score， and some hypostatic factors.
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Ⅰ．緒言
学校という場は、生徒が主体となり、生き生きと学び、成長していく場である。しかしながら、
山口ら1）が指摘するように、今日の学校という場が本来の自分を発揮できるような自己表現の場
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ではなく、鋳型教育の場になっている。昨今の学校教育の現状が生徒にとってストレスフルな環境
を作り出している可能性が伺える。
傳田ら2）による小・中学生を対象としたアンケート調査によれば、小・中学生の13％が抑うつ
傾向をもつことが報告されている。中学生の非行傾向行為と抑うつ傾向との関連を検討した研究3）
によると、非行があり抑うつが高い生徒は、非行はあるが抑うつが低い生徒より、「先生ストレッ
サー」「親ストレッサー」が高いと言われている。また、野島ら4）の報告では、不登校の発生率に
おいて、日常生活上のストレスや学校での集団生活、特に友人関係のストレスが関連していること
を報告している。このように、中学生にとって様々なストレッサーが問題行動の背景にある。さら
に、日本学校保健学会の調査5）では、保健室に来室する中学生の「健康に関する問題」の背景要
因のうち、「主に心に関する問題」が46.9％であり、「主に身体に関する問題」よりも高い割合であ
ったことを報告している。このように、多くの中学生が何らかの心の悩みを抱え、その背景には、
様々な心理的ストレッサーの存在が推察される。
こうしたなか、近年は中学校において臨床心理士をはじめとしたスクールカウンセラーなどの心
理支援の専門家が多く配置されるようになり、一定の成果が期待できるようになってきた。ただ、
学校現場においては、スクールカウンセラーがすべての生徒のメンタルヘルスを把握しケアするこ
とは実際には不可能であり、やはり教員による生徒のストレスケアが益々必要となってくるであろ
う。そのためにも、中学生の置かれているストレス状況を把握し、効果的な対策を検討していく必
要があろう。
Ⅱ．目的
本研究の目的は、中学生におけるストレス源認知の現状を明らかにし、ストレス反応との関連を
検討することである。検討課題は、１）ストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応総合得点
ならびに各下位因子との関連、２）男女別にみたストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応
総合得点、ならびに各下位因子の平均値の比較、３）学年別にみたストレス源認知と調査前週一週
間のストレス反応総合得点、ならびに各下位因子の平均値の比較、の３点とした。
Ⅲ．方法
１）調査対象と調査方法
Ｓ県内の国立大学附属中学校３校の生徒933名（男子469名、女子464名；１年生228名、２年生
358名、３年生347名）を対象に、無記名自記式質問紙調査を行った。調査期間は2008年２月中旬か
ら３月上旬にかけてで、用いた尺度は、「ストレス源認知尺度6）」および「ストレス反応尺度7）」で
ある。
調査の実施にあたり、対象者への倫理的配慮として以下の点に留意した。調査開始前にクラス担
任の先生から生徒への本調査の主旨をガイダンスし、回答は無記名かつ自由意志であり、回答しな
くても回答者が不利益を被らないこと、回答の途中で辞めてもよいこと、同意後も随時撤回できる
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こと、結果は授業評価に反映しないこと、プライバシーは保護されること、得られたデータは研究
の目的以外に使用しないこと、質問紙は研究終了後に調査者が責任を持って破棄することなどを口
頭で十分説明し、同意を得た上で調査を実施し、調査票はその場で回収した（集合調査法）。
２）調査票の構成
調査で用いた調査票の中から分析対象とした尺度の概要は、以下の通りである。
①ストレス源認知尺度
青少年を取り巻く生活ストレス源を測定するため、宗像（1998）8）により開発された青少年ス
トレス源尺度16項目版に井坂が４項目を追加し、20項目にしたものを用いた。
スコアリングは、すべての質問項目について選択肢の中の「しばしば」を選択した場合には１点
を与え、「しょっちゅう」を選択した場合には２点を与える。20項目の得点を合計したものが尺度
得点となる。得点が高いほど認知されたストレス源の数が多いことを示す。本尺度の信頼性および
妥当性は、先行研究で確認されている6），9）。
②ストレス自己評価尺度（ストレス反応尺度）
本尺度は大学生を対象とした心理的ストレス過程（ストレッサー、認知的評価、コーピング、ソ
ーシャルサポート、ユーモア、ストレス反応）の各段階の相互関係を測定するため、尾関ら7）に
よって開発された既存の尺度である。本尺度については、中学生に対し予備調査を行った結果、使
用可能と判断されたため、今回用いることにした。
本研究では心理的ストレス過程を測定する５つの下位尺度のうち、「ストレス反応尺度」のみ使
用した。スコアリングは、すべての項目について選択肢の中の「非常にあてはまる」を選択した場
合に３点、「かなりあてはなる」を選択した場合に２点、「ややあてはまる」を選択した場合に１点
を与えることにした。35項目の得点を合計したものが尺度総得点となる。
さらに本尺度は「情動的反応（抑うつ・不安・怒り）」「認知・行動的反応（情緒的反応・引きこ
もり）」「身体的反応（身体的疲労感・自律神経系の活動性亢進）」といった７つの下位因子に分類
することができ、それぞれに対応した５項目の得点を別々に集計したものが各下位因子の得点とな
る。得点が高いほどストレス反応が高いことを示す。情緒的反応は、「話しや行動にまとまりがな
い」、「根気がない」、「何も手につかない」といった内容であり、引きこもりは、「他人に会うのが
わずらわしく感じられる」、「生きているのがいやだ」、「人が信じられない」といった内容からな
る。身体的疲労感は、「体が疲れやすい」、「脱力感がある」、「頭が重い」等であり、自律神経系の
活動性亢進は、「呼吸が苦しくなる」、「動悸がする」といった内容からなる。本尺度の信頼性およ
び妥当性は、先行研究で確認されている10），11）。
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３）分析方法
得られたデータは、SPSS ver.11 for Windowsにより統計的に処理した。分析方法は、記述統計、
Pearsonの積率相関係数、対応のないｔ検定、および一元配置分散分析とした。
Ⅳ．結果および考察
（1）ストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応総合得点ならびに各下位因子との関連
課題検討のため、Pearsonの積率相関係数を算出した。その結果、ストレス源認知とストレス反
応総合得点との間に有意な正の関連が認められた（r＝.615，p＜.01）。また、ストレス源認知と 
ストレス反応下位因子間についても、全ての下位因子との間に有意な正の関連を示した（抑うつ：
r＝.494，p＜.01；不安：r＝.459，p＜.01；怒り：r＝.531，p＜.01；情緒的混乱：r＝.466，p＜.01；
ひきこもり：r＝.488，p＜.01；身体的疲労感：r＝.502，p＜.01；自律神経系の活動性亢進：r＝
.424，p＜.01）。（図１）
ストレス源認知の高さは、ストレス反応の表出の強さを規定する要因となる。その一方、ストレ
ス反応が高まることでストレス源認知が増えることも考えられる。
（2） 男女別にみたストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応総合得点、ならびに各下位
因子の平均値の比較
課題検討のため、対応のないｔ検定を行った。その結果、「ストレス源認知」「抑うつ」「不安」「怒
り」「自律神経系の活動亢進」「ストレス反応総合得点」については、男女で有意な差が認められ、
男子に比べて女子が有意に高い値を示した（ストレス源認知：t（2/930）＝−3.540，p＜.001；抑
うつ：t（2/930）＝−3.738，p＜.001；不安：t（2/930）＝−2.208，p＜.05；怒り：t（2/930）＝ 
−2.202，p＜.05；自律神経系の活動性亢進：t（2/930）＝−2.395，p＜.05；ストレス反応総合得
点：t（2/930）＝−2.335，p＜.05）。一方、「情緒的混乱」「ひきこもり」「身体的疲労感」の３項目
については、男女で有意な差が認められなかった（情緒的混乱：t（2/930）＝−.382，n.s.；ひきこ
もり：t（2/930）＝−1.134，n.s.；身体的疲感：t（2/930）＝−.412，n.s.）。（表１）
図１　 ストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応総合得点ならびに各
下位因子との積率相関係数（n＝933）
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中学生、高校生におけるストレス反応は、全般的に女子が男子より高い得点を示し、有意な性差
が認められている12），13）。また植木ら14）によると、女子は男子より他者からみた自己を認知する
傾向にあることが指摘されており、こうした特性がストレス反応の性差に影響したと考えられる。
つまり「ストレス反応総合得点」の性差は、男女の心身の不調に対する自覚の差が影響しているも
のと言える。
（3） 学年別にみたストレス源認知と調査前週一週間のストレス反応総合得点、ならびに各下位
因子の平均値の比較
学年（１年生、２年生、３年生）を独立変数とする一元配置分散分析を行った。「ストレス反応
総合得点」ならびにストレス反応下位因子の「抑うつ」、「不安」、「情緒的混乱」、「ひきこもり」、
「身体的疲労感」、「自律神経系の活動性亢進」にそれぞれの主効果が認められた（ストレス反応総
合得点：F（2/930）＝10.519，p＜.001；抑うつ：F（2/930）＝12.734，p＜.001；不安：F（2/930）＝
28.956，p＜.001；情緒的混乱：F（2/930）＝8.418，p＜.001；ひきこもり：F（2/930）＝4.362，p＜.05；
身体的疲労感：F（2/930）＝5.673，p＜.01；自律神経系の活動性亢進：F（2/930）＝3.118，p＜.05）。
しかしながら本研究では、「ストレス源認知」およびストレス反応下位因子の「怒り」について主
効果は認められなかった。
TukeyのHSD法による多重比較の結果、「抑うつ」「情緒的混乱」「ストレス反応総合得点」にお
いては、２・３年生が１年生と比べ有意に高い値を示した。また、「不安」「ひきこもり」「身体的
疲労感」「自律神経系の活動性亢進」では、３年生が１年生と比べて有意に高い値を示した。さら
に、「抑うつ」「不安」では、２年生と比べて３年生が有意に高い値を示した。つまり、高学年にな
るに従って「ストレス反応」の表出が高くなることが明らかとなった。（表２）
小学生においても学年が低いほど低ストレス傾向にある15）という報告がある。谷ら16）による
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小・中学生を対象とした大規模調査においても、抑うつ状態のうち、「活動性および楽しみの減退」
の側面は学年が上がるにつれて高くなることが示されている。また、韓国の高校生におけるストレ
ス反応の各下位尺度では、「精神反応」「抵抗力の低下」は２年生が、「身体的反応」は３年生が高
い得点を示したと報告されている12）。本研究は中学生を対象としているが、学年が上がるにつれ
てストレス反応が高くなるという結果は、概ね先行研究を支持するものとなった。学年が上がるに
つれて、受験やカリキュラムの影響により、心理的ストレスが蓄積しやすい状況に置かれる。その
一方で、課外活動を通して身体活動を行うなどの積極的なストレス解消行動が実行されにくい。そ
うした状況がストレス反応の高さに表れたと考えられる。
なお、本研究の調査時期は学期末試験や受験の時期と重なっていた可能性があり、結果の解釈に
は限界がある。今後は、調査時期に配慮し、調査を実施する必要がある。
Ⅴ．結論
本研究の結果から、ストレス源認知とストレス反応は有意な正の関連要因であることが明らかに
なった。さらにストレス源認知、ストレス反応総合得点ならびにいくつかの下位因子についてある
程度の性差、および学年差があることが示された。
このように、ストレス源認知とストレス反応総合得点、ならびに各下位因子との関連について一
部明らかにされたが、今後は両者の因果関係および両者の関係中に介在する変数（認知的評価、コ
ーピング、ソーシャルサポート等）についても検討する必要がある。
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Q   ᖺ⏕Q   ᖺ⏕Q  ୺ຠᯝᖹᆒ್ᶆ‽೫ᕪ ᖹᆒ್ᶆ‽೫ᕪ ᖹᆒ್ᶆ‽೫ᕪ )ࢫࢺࣞࢫ※ㄆ▱    ᢚ࠺ࡘ     ᖺ㸺 ᖺ  ᖺ㸺 ᖺ୙Ᏻ     ᖺ㸺 ᖺ  ᖺ㸺 ᖺᛣࡾ    ᝟⥴ⓗΰ஘     ᖺ㸺 ᖺࡦࡁࡇࡶࡾ     ᖺ㸺 ᖺ㌟యⓗ⑂ປឤ     ᖺ㸺 ᖺ⮬ᚊ⚄⤒ࡢάືⓗஹ㐍     ᖺ㸺 ᖺࢫࢺࣞࢫ཯ᛂ⥲ྜᚓⅬ     ᖺ㸺 ᖺSSS
中学生におけるストレス源認知とストレス反応の関連　─国立大学附属中学３校の場合─　　51
引用文献
１）山口豊・窪田辰政・稲村欣作：教育方法としてのユング心理学，富士常葉大学研究紀要，第10号，143-
154，2010．
２）傳田健三・賀古勇輝・佐々木幸哉・伊藤耕一・北川信樹：小・中学生の抑うつ状態に関する調査 
─Birleson自己記入式抑うつ評価尺度（DSRS-C）を用いて─，児童青年精神医学とその近接領域，45
（5），424-436，2004.
３）小保方晶子・無藤隆：中学生の非行傾向行為と抑うつ傾向との関連について　─ストレッサーとコー
ピングからの検討─，お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター紀要，3，65-73，2006．
４）野島正剛・三好和子：特性不安および生活上のストレスと中学生時の不登校傾向との関連，児童文化
研究所所報，26，29-41，2004．
５）財団法人　日本学校保健会：保健室利用状況に関する調査報告書　平成18年度調査結果，2009.
６）井坂美香・窪田辰政・宗像恒次：SAT法を用いた中学生ストレスマネジメント教育介入に関する研究，
日本精神保健社会学会年報「メンタルヘルスの社会学」，第10巻，28-46，2004.
７）尾関友佳子・原口雅浩・津田彰：ストレススケールガイドブック，実務教育出版，162-168，2004.
８）宗像恒次：青少年ストレス源チェックリスト，親子カウンセリングで成長する本，158-159，DANぼ，
1998.
９）井坂美香・窪田辰政・下川哲徳・小山康文・宗像恒次：中学生を対象としたストレスマネジメント教
育に向けた予備的調査研究（1），国士舘大学体育・スポーツ科学研究，第５号，51-60，2005.
10） Kubota T, Ohmori H, Munakata T：The Relationship between Physical Activity Level and Stress 
Response in University Students, Journal of the Kyorin Medical Society, 37（3），55-59, 2006.
11）Kubota T, Watanabe T, Munakata T：Relationship between Stages of Change for Exercise Behavior 
and Stress Response among Junior High School Students, 日本精神保健社会学会年報「メンタルヘル
スの社会学」，第18巻，23-32，2012.
12）林姫辰・衛藤隆：韓国における高校生のストレス反応の性差・学校差・学年差　─ストレス反応尺度
の構成とその適用─，397-410，1998.
13）西村大樹・東條光彦：中学生の社会的スキルと認知的評価がストレス反応に及ぼす影響，岡山大学付
属教育実践総合センター紀要，第９巻，1-8，2001.
14）植木陽子・葛西圭子・後藤真由美・普川くみ子・松本恒之：大学生におけるストレス反応と自己の諸
側面について，東洋大学児童相談研究，第19巻，17-26，2000.
15）宮城政也・小橋川久光・兼城賢作：沖縄県児童における精神的健康に関する研究，沖縄県立看護大学
紀要，第２号，29-35，2001.
16）谷伊織・吉橋由香・神谷美里・宮地泰士・野村香代・伊藤大幸・辻正次：抑うつと特性不安から見た
小・中学生の精神的健康の構造的検討，精神医学，第52巻，265-273，2010．
